
月見の里短歌ワークショップ

尾内甲太郎 2025 年 9 月 27 日

① 氷解

② 虫食い短歌

l このビルの向こうに があることをかもめの声に教えてもらう／千種創一

l 血球が血管を掠る音などをしづかといへり 月まひるま／小原奈実

l 雪、それは発されぬまま息絶えた言葉の灰が宿した ／馬場めぐみ

l 履歴書にけして書かないことだけが僕を へ連れてゆくのだ／田中翠香

l 墓地に咲く の数記してのち山鳩色のノートを閉づる／永井陽子

l 秋晴れの今日は祭り日 をひと箱買つてデパアトを出る／石川信雄

l をふかせる君に肺といふ逆さの桜いま咲きほこる／藪内亮輔

③ あいだの主体

◆堀田季何の説
作者総体
作者名義

作者実体（生活者）
認識主体（作者）

作中主体 視点主体（話者）
作中行為者（主人公）

※解釈者の存在がない。
◆あいだの主体説
（※ 多重主体主義／小倉紀蔵『日本群島文明史』）
読み手→ あいだの主体 ←認識主体
他の人→
他の人→

〈枯芝やバンクシーなら声を描く／なつはづき〉
〈"ぼくら"というひとつになれぬまますぎた日々の
地球の街に雪降る／馬場めぐみ〉
④ 新聞歌壇から

⑤ 「誰にも伝わらないと思ったあなたのことば」を使った歌会

毎日歌壇 2024 年 10 月 14 日毎日新聞

堀田季何「短歌が引き受ける私とは」角川短歌 2017 年 4 月号


